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肩肘関節損傷は筋肉、靭帯、組織などの軟部組織に生じる症例が多く、炎症による浮腫やeffusion、靭帯、軟骨などの器質的損傷の有無を把握する必要がある。超音波検査はこれらの変化を無侵襲、簡便に検索できる可能性を有している。

今回肩肘関節領域における超音波診断の有用性を述べる。

【超音波診断の基礎】

１）正常関節構成体の超音波像

各組織の正常なエコー輝度は腱、靭帯組織は比較的高エコー（白色）で均一、筋肉組織は比較的低エコー（黒色）だが筋中隔は高エコーで描出される。その他硝子軟骨は低エコー、線維軟骨は高エコー、浸出液は低エコー、滑膜は中エコーを呈する。

２）スポーツ傷害で出現する超音波像

筋挫傷は、筋肉内の血腫や浮腫を低エコー像として捉えることで診断する。腱組織では肩関節腱板、上腕二頭筋長頭腱、その他の屈筋腱、伸筋腱の断裂を菲薄化と低エコーとして、腱の脱臼などは動態検査を加え診断する。靭帯組織では断裂や損傷に伴う靭帯周囲の血腫や浮腫を、滑膜、腱鞘では炎症による浮腫や水腫を低エコー像として捉える。軟骨組織の中で線維軟骨である関節唇の断裂、剥離は主に形態的変化と動態検査を加え診断する。その他関節内遊離体の検索、軟骨損傷に伴う関節面の不整なども診断できる。

【超音波検査が有用な肩肘疾患】
我々は以下の疾患に超音波を応用している。

１）肩関節

上腕骨近位端骨折、リトルリーグ肩、腱板損傷、関節唇損傷、肩甲上神経麻痺(ガングリオン)、Impingement症候群、Swimmer’s shoulder、Bennett病変、肩関節脱臼、肩鎖関節損傷、Blocker’s exostosis

２）肘関節

リトルリーグ肘（内上顆骨端核離開）、肘内側側副靱帯損傷、肘関節遊離体、離断性骨軟骨炎、テニス肘

【結語】

超音波検査は選手自ら画像を観察でき、医師の説明を聞きながら動態検査もできる点で、他の検査法に無い利点を有すると思われる。今後、超音波断層検査は整形外科領域において重要な補助診断法の一つになると思われる。

